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加藤事務局⻑による開会挨拶と県アマ Web 申し込み導⼊の説明 

加藤事務局⻑は会議の冒頭で、県アマの申し込み⽅法が紙ベースから Web 上でのエントリー⽅式へ完全に変

更されることを説明しました。これまで数⼗年続いてきた郵便振込による申し込み⽅法から、クレジットカ

ードやコンビニ決済などを利⽤した Web 申し込みへの移⾏について説明がありました。既に県研修競技会や

横浜市ゴルフ協会の市⺠⼤会などでテストケースとして導⼊されており、2026 年の県アマから本格的に実施

される予定です。加藤⽒は各市町村ゴルフ協会の事務局や窓⼝担当者の理解と協⼒を求め、スムーズな申し

込みシステムの構築を⽬指すと述べました。 

⼩杉⽒による Web エントリーシステムの基本説明 

⼩杉⽒は神奈川県ゴルフ協会のシステム関係のサポートを担当していることを紹介し、2026 年の県アマ Web

エントリーについて説明を開始しました。Web 申し込みシステムの基本的な仕組みと動作、2026 年の県アマ

に向けた調整事項、そして神奈川県ゴルフ協会の事務局データベースと各協会の会員情報のリンク可能性に

ついて説明する予定であることを述べました。 

Web エントリーシステムの基本的な流れと仕組み 

⼩杉⽒は Web エントリーシステムの基本的な流れとして、アカウント取得、ログイン（またはメール通知か

らのアクセス）、⼤会選択、競技選択、⽀払いという⼿順を説明しました。実際の画⾯を⽰しながら、シン

プルな操作⽅法について解説しました。スマートフォンでもほぼ同じ画⾯で操作できることも説明されまし

た。 

アカウントと会員情報の紐付けについての説明 

⼩杉⽒は Web 申し込みシステムにおけるアカウントの概念と、会員番号や個⼈ ID との関係について説明し

ました。Web 申し込みサイト上では個⼈を特定するためにアカウントが必要であり、このアカウントと神奈

川県ゴルフ協会のデータベース内の個⼈ ID を紐付けることが重要であると強調しました。QRコードを利⽤

したアカウント登録⽅法や、メールアドレス確認のプロセスについても説明がありました。 

⾼齢者に配慮した Web サイトデザインの重要性 

⼩杉⽒は神奈川県ゴルフ協会の会員の年齢層（平均 55歳以上）を考慮した Web サイトデザインの重要性に

ついて説明しました。⾼齢者でも使いやすいように、⽂字サイズを⼤きくし、シンプルなレイアウトを採⽤



していることを強調しました。また、アクセス解析によると 90%以上がスマホでアクセスしているため、⼩

さな画⾯でも操作しやすいデザインを優先していると説明しました。 

決済⽅法とセキュリティについての説明 

⼩杉⽒は決済⽅法について、決済代⾏会社「ペイジェント」（三菱UFJニコスとNTTデータの合弁会社）

を利⽤していることを説明しました。クレジットカード、コンビニ決済（セブンイレブンを除く）、ネット

バンキングなどが利⽤可能で、セキュリティ⾯では信頼性の⾼いペイジェントのサイトで決済が⾏われるた

め安⼼であると強調しました。コンビニ決済の場合は情報反映に時間がかかる点に注意が必要であることも

説明されました。 

現在までの運⽤状況と問い合わせ状況 

⼩杉⽒は現在までの運⽤状況として、スクランブルや研修競技会での導⼊実績があり、約 7500件のアカウン

トが取得されていることを報告しました。問い合わせ状況については、操作⽅法に関する問い合わせはほと

んどなく、確認メールが届かないなどのメール関連の問題が若⼲あったことを説明しました。これらの問題

については改善策を講じていく予定であると述べました。 

神奈川 2026 年の申し込みについての計画 

⼩杉⽒は 2026 年の県アマ申し込みについての計画を説明しました。事前登録期間を設けて既存会員にアカウ

ント登録を促し、その後の募集開始時の混乱を避ける計画が⽰されました。また、サーバー負荷を分散する

ために、募集期間を設けて申し込みを受け付け、定員オーバーの場合は抽選⽅式を採⽤する予定であること

が説明されました。 

申し込みフローと会員確認の課題 

⼩杉⽒は申し込みフローの詳細と、会員確認における課題について説明しました。特に、神奈川県ゴルフ協

会の会員であることの確認をスムーズに⾏うための⽅法や、新規⼊会者の処理⽅法について検討が必要であ

ることを強調しました。データベースの統⼀化が理想的であるが、各協会の状況に応じた柔軟な対応が必要

であると述べました。 

事前登録期間と募集期間の設定 

⼩杉⽒は事前登録期間と募集期間の設定について説明しました。11 ⽉頃から事前登録期間を設け、既存会員

にアカウント登録を促す計画であることが⽰されました。また、2⽉ 2⽇を申し込み開始⽇とした場合の先

⾏申込期間（1 ⽉ 26⽇〜2⽉ 6⽇）の設定や、特設サイトの 12⽉末オープンなどのスケジュール案が提⽰

されました。 



申し込みフローの詳細説明 

⼩杉⽒は申し込みフローの詳細について説明しました。ログイン後に申し込み可能な⼤会部⾨のみが表⽰さ

れる仕組みや、年齢や資格に応じて表⽰される競技が⾃動的に絞り込まれる機能について説明しました。こ

れにより、⾼齢者でも簡単に申し込みができるよう配慮されていることが強調されました。 

会員ステータスによる申し込みパターンの違い 

⼩杉⽒は会員ステータスによる申し込みパターンの違いについて説明しました。県の事務局データベースに

あり、アカウントを取得している会員、データベースにあるがアカウントを取得していない会員、データベ

ースにない会員、⾮会員など、様々なパターンがあることを説明し、それぞれの対応⽅法について提案しま

した。特に新規⼊会者の処理⽅法については、各協会の状況に応じた対応が必要であることを強調しまし

た。 

申し込みフローの想定と課題 

⼩杉⽒は申し込みフローの想定と課題について説明しました。特設サイトからのアカウント登録の流れや、

会員確認、新規⼊会処理などの⼿順について詳細に説明しました。各協会によって⼊会⼿続きが異なるた

め、それぞれの状況に応じた対応が必要であることが強調されました。 

データベース統⼀化の将来像 

⼩杉⽒はデータベース統⼀化の将来像について説明しました。神奈川県ゴルフ協会の年齢層グラフを⽰しな

がら、今後 5年間で会員数が減少する可能性があり、業務の合理化が必要になることを説明しました。

SharePointを活⽤したデータベース管理の利点や、現在の神奈川県ゴルフ協会での活⽤事例について詳細に

説明しました。 

SharePointを活⽤したデータ連携の提案 

⼩杉⽒は SharePointを活⽤したデータ連携の提案について説明しました。各協会の状況に応じた柔軟な連携

⽅法や、個⼈情報保護への配慮の必要性について説明しました。基本的には SharePointを通じたデータ連携

を希望しており、ブラウザ上での編集やファイルアップロードなど、様々な連携⽅法が可能であることを強

調しました。 

以上 


